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場 所

演 題
　患者の立場で薬を処方された時、先発薬品と後発薬品のどちらを選びますか。医者の立場では、
積極的に後発薬品を使用しますか。生物学的同等性試験とは、試験製剤（後発医薬品）の生物
学的利用率が、標準製剤（先発医薬品）と同等であることを調べる試験です。「後発品 80%時
代への突入」を新目標とし基礎的医薬品の安定供給や創薬イノベーションの推進を盛り込んだ
今の現状と今後について・・・

主催：金沢大学医薬保健研究域    共催：先端医療開発センター

対 象


